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決算特集

一般会計のほか、町には特定の事業を行う目的で設置される特別会計があります。

新公営住宅建設関係事業

150,355千円

こ
ん
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

徐福来町伝説
2222周年記念事業

3,992千円

こ
ん
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

　福祉や教育など、さまざまな場面で使われる一般会計。町の台所は、左で紹介している「特別会計」
以外は、すべて一般会計で処理しています。

　この数値が基準を上回ると、財政運営が厳しいとして国に
指定されます。町は、いずれの基準も下回りました。

実質赤字比率……… 広い目的に使われる「一般会計」の赤字額が、地方税や地方交付税等の財源規模（標準財

政規模）と比べてどのくらいあるかを指標化したものです。

連結実質赤字比率… 「一般会計」だけではなく、特別会計も含めた全会計を合算し、町全体としての赤字額を指

標化したものです。一般の会社などで行われている「連結決算」と同じ意味合いを持ちます。

実質公債費比率…… 借入金の返済やこれに準ずるものが、標準財政規模に対してどのくらいあるのかを指標化

したものです。この数字が大きいほど、借入金返済に追われ、資金繰りが苦しいというこ

とになります。

将来負担比率……… 借入金の返済や将来負担することになるものの残高を、標準財政規模に対してどのくらい

あるのかを指標化したものです。この数値が大きいと、現在の負担はそれほどでなくても、

将来必要になる負担が大きいということになります。

〈各指標の解説〉

中泊町地域情報通信
基盤整備事業
226,220千円

こ
ん
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

使用料及び手数料…………施設を使ったり、住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入……………………財産の運用と売り払いで得たお金

繰 入 金……………………基金の取り崩しで得たお金

分担金、負担金、寄附金…受益者に負担してもらったお金や、ふるさと納税でいただいた寄附金など

地方譲与税…………………自動車重量税などから配分されるお金

地方消費税交付金…………地方消費税（県）のうち町に配分されたお金

地方交付税…………………国が徴収した税金の一定割合を、町の財政力に応じて分配されたお金

国庫・県支出金……………補助金等で国や県が交付したお金

町　　債……………………各種事業を行うために、国や金融機関から町が借りたお金

〈
主
な
用
語
〉

総 務 費…………広報、税務、戸籍、統計調査、選挙など、総括的なことに使われるお金

民 生 費…………高齢者の福祉や各種手当、保育所の運営などに使われるお金

衛 生 費…………ごみ処理や健康診断、病院の負担・維持に使われるお金

農林水産業費……農林水産業の振興などに使われるお金

商 工 費…………商工業や観光事業などに使われるお金

土 木 費…………道路整備や公営住宅の建設・維持管理に使われるお金

消 防 費…………消防事務組合への負担金や消防活動・車両維持などに使われるお金

教 育 費…………小・中学校の運営、公民館や文化センターなどの施設運営などに使われるお金

公 債 費…………借金の返済にあてるお金

〈
主
な
用
語
〉

　市内番号内潟地区58局、小泊地域
64局へブロードバンドサービスが提供
できるよう光ケーブルを設置しました。
町内57、58、64局のエリア2,590世
帯で高速インターネットが利用可能に
なりました。

　町の新しいイベント「徐福まつり」
を開催。下前徐福公園を会場に心感・
体感・食感イベントとして、講演、グ
ルメ、音楽祭、右櫓舟漕ぎ競争などを
開催しました。

　新町営住宅60戸を建設するにあたり、
造成工事・浄化槽設置工事・道路工事・
給水管敷設工事等の関連工事が行われま
した。

平成24年度末 平成25年度末 比較増減

一般会計 11,637,169 11,350,211 ▲ 286,958

国民健康保険 259,186 243,725 ▲ 15,461

介護保険事業 0 0 0

農業集落排水事業 317,269 296,298 ▲ 20,971

漁業集落排水事業 219,774 207,526 ▲ 12,248

特別養護老人ホーム静和園事業 42,000 42,000 0

水道事業（企業債） 2,278,624 2,131,186 ▲ 147,438

合　　　　　計 14,754,022 14,270,946 ▲ 483,076

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平 成 2 3 年 度 － 0.17% 15.2% 116.5%
平 成 2 4 年 度 － － 14.3% 130.8%
平 成 2 5 年 度 － － 13.8% 106.7%
早期健全化基準 15.0% 20.0% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.0% 30.0% 35.0%

収　入 支　出 差 引 額

一般会計 7,624,197,240 7,526,015,475 98,181,765

国民健康保険（事業勘定） 2,213,712,988 2,194,392,644 19,320,344

国民健康保険（診療施設勘定） 242,148,544 335,695,485 ▲ 93,546,941

介護保険事業 1,502,444,786 1,493,746,974 8,697,812

農業集落排水事業 40,662,658 40,314,835 347,823

漁業集落排水事業 20,755,411 20,404,353 351,058

特別養護老人ホーム静和園事業 328,468,328 323,812,740 4,655,588

後期高齢者医療 242,280,913 241,822,232 458,681

水道事業（収益的） 334,593,496 290,097,442 44,496,054

合　　　　計 12,549,264,364 12,466,302,180 82,962,184

●一般会計の性質別歳出
　使ったお金の性質によって分けた表です。

●借金（公債費）残高 （単位：千円）

（単位：千円）

義務的
経費

3,306,552
43.9％

人件費
1,253,202

16.7％

その他の
経費

3,488,073
46.3％

投資的　
経費

731,390
9.7％

扶助費
667,505
8.9％

普通建設事業・
災害復旧費

731,390
9.7％

物件費
931,960
12.4％

繰出金
765,333
10.2％

補助費等
917,894
12.2％

公債費
1,385,845

18.4％

維持補修費
146,118　1.9％

積立金
430,381
5.7％

投資及び出資金・貸付金
296,387　3.9％

歳 

入

（単位：千円）総額 7,624,197千円

自主財源 依存財源

町税
738,724
9.7％

地方交付税
4,046,103

53.1％

国庫支
出金

570,592
7.5％

町債
948,700
12.4％

その他
27,390
0.4％諸収入

103,611
1.4％

使用料及
び手数料
83,107
1.1％

財産収入
・繰入金
360,130
4.7％

繰越金
160,220
2.1％

分担金・負担
金・寄付金

41,165
0.5％

地方譲
与税

70,644
0.9％

地方消費
税交付金
99,504
1.3％

県支出金
374,406
4.9％

歳 

出

（単位：千円）総額 7,526,015千円

総務費
1,355,967

18.0％

民生費
1,181,797

15.7％

衛生費
1,335,740

17.7％

教育費
621,464
8.3％

公債費
1,385,845

18.4％

農林水
産業費

421,296
5.6％

商工費
73,256
1.0％

土木費
578,880
7.7％

労働費
7,491
0.1％

議会費
102,100
1.4％

消防費
450,640
6.0％

災害復旧費
11,539
0.2％

入
っ
た
お
金
﹆払
っ
た
お
金
の
内
訳
を
紹
介
し
ま
す

※
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
一
部
合
計
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

（単位：円）

３ 各会計別の概要

４ そのほか

１ 一般会計の概要

２ 財政健全化判断比率
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広報なかどまり 45 平成26年10月号

　昨年、三村県知事と共に県内はじめ、首都圏で青森県
産品PRの活動を行ったBBシスターズ。今年もイトーヨ
ーカドー青森店で「青森県フェア」に参加しました。
　９月10日㈬のフェアでは、スコップ三味線、知事と
一緒に長生きサンバや決め手くんダンスで地産地消と健
康をアピールしました。ステージイベント後は、知事と
売り場をまわり、生産者や売り場担当と一緒に買い物客
へ青森県産品をすすめていました。
　鈴木喜代代表は「今回で３回目となる青森店ではいつ
もお客さんに喜んでいただいている。今年もこのような
活動に参加できて光栄。自分たちも地産地消を心がけ、
健康を維持したい」と話していました。

　合併10周年事業の一環として行われた中泊町イメージキャラクター
デザインの募集で、優秀作品賞を受賞した小泊中教員チームに、９月
22日㈪賞状が伝達されました。
　この日は、小野町長が小泊中学校を訪問し、チーム代表の梅津教頭へ
賞状などが手渡されました。
　町長は「町の産業でもある米をうまくデザインしてくれてありがたい。
町のＰＲに役立てていきたい」と伝えました。これに対し梅津教頭は「み
なさんから愛されるキャラクターになってほしい」と話しました。

　

旧
暦
の
８
月
14
日
・
15
日
に
あ
た
る
９
月
７
日
㈰
・８

日
㈪
、
富
野
猿
賀
神
社
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
前
夜
祭
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
皮
切
り
に
、
親
子
で
踊
る
十
五
夜
踊
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

十
五
夜
の
本
祭
は
、
地
元
富
野
保
育
所
に
よ
る
お
遊

戯
、
登
山
ば
や
し
演
奏
、
小
学
校
相
撲
大
会
、
舞
踊（
夢

幻
天
舞
、
健
康
ダ
ン
ス
「
べ
え
子
ち
ゃ
ん
」）、
満
月
仮

装
踊
り
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
主
催
す
る
中
泊

町
少
年
の
主
張
大
会
が
８
月
28
日
㈭
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー｢

パ
ル
ナ
ス｣

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
管
内
各
小
学
校
６
年
生
４
人
、

中
学
校
１
・
２
年
生
４
人
の
計
８
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
同
じ
学
年
の
小
・
中
学
生
や

教
員
、
大
会
関
係
者
約
３
５
０
人
が
集
ま
り
、

発
表
者
を
見
守
り
ま
し
た
。
開
会
で
は
、
同

協
議
会
会
長
で
あ
る
小
野
町
長
が
「
こ
の
よ

う
な
大
勢
の
人
前
で
発
表
す
る
こ
と
だ
け
で

も
大
変
な
こ
と
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
る
と

思
う
が
、堂
々
と
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。
主
張
は
小
学
校
６
年
、

中
学
校
１
・
２
年
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
小
学
校
の
部

中
里
小
６
年　
古
川
莉
乃

「
一
歩
前
進
」
…
学
級
み
ん
な
が
す
す
ん
で

発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
自
信

が
な
い
、
間
違
い
た
く
な
い
で
は
な
く
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
聞
く
よ
う

に
な
る
べ
き
、
そ
し
て
一
歩
前
進
。

武
田
小
６
年　
工
藤
陽
菜

「
心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
」
…
相
手
の
目
を
見

て
心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
、
人
を
笑
顔
に

す
る
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
あ
い
さ
つ
の
力
を
発
表
。

薄
市
小
６
年　
野
上
莉
来
奈

「
本
当
の
友
達
と
は
」
…
２
つ
の
競
技
を
掛

け
持
っ
た
こ
と
で
多
く
の
友
達
と
の
遊
ぶ
時

間
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
そ
ば
に
い

て
く
れ
て
、
安
心
で
き
る
友
人
の
存
在
が
あ

っ
た
。

小
泊
小
６
年　
太
田
優
希

「
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
」
…
地
域
の
少
子
化

問
題
を
あ
げ
る
。
保
育
士
の
夢
を
も
ち
、
将

来
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
住
み
や
す
い
町
に

す
る
た
め
、
考
え
た
こ
と
を
発
表
。

■
中
学
校
の
部

中
里
中
１
年　
下
山
諒
夏

「
仲
間
っ
て
…
」
…
中
学
校
に
入
り
、
新
し

い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
運
動
会
。
団
体
競
技
へ

む
け
て
の
練
習
の
中
で
、
団
結
し
て
頑
張
る

仲
間
の
大
切
さ
を
発
表
。

小
泊
中
１
年　
川
山
雄
生

「
お
も
い
や
り
」
…
自
分
の
一
言
で
ケ
ン
カ

し
た
り
不
仲
に
な
っ
た
友
人
へ
の
思
い
。
も

う
一
度
関
係
を
修
復
し
て
前
の
よ
う
な
友
人

関
係
に
な
り
た
い
と
発
表
。

中
里
中
２
年　
野
村
一
朗

「
僕
の
小
さ
な
目
標
」
…
陸
上
部
の
練
習
で

苦
手
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
な
ん
で
も
あ
き

ら
め
ず
コ
ツ
コ
ツ
や
る
よ
う
前
向
き
に
考
え

方
を
変
え
た
自
分
に
つ
い
て
。

小
泊
中
２
年　
太
田
菜
月

「
２
５
０
兆
分
の
１
」
…
自
分
が
生
ま
れ
る

確
率
が
２
５
０
兆
分
の
１
で
あ
る
こ
と
、
つ

ま
り
奇
跡
。
こ
の
命
は
大
切
だ
。
自
殺
、
い

じ
め
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
武
田
小
、
消
防
団
、
企
業
な
ど
が
、
豊
作
や

安
全
な
ど
を
祈
り
、
大
き
な
の
ぼ
り
を
担
ぎ
な
が
ら
神

社
ま
で
の
道
の
り
を
登
山
ば
や
し
に
あ
わ
せ
て
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

小
学
校
相
撲
大
会
で
は
、
武
田
小
を
は
じ
め
、
中
里

小
、
薄
市
小
も
参
加
。
個
人
団
体
で
争
い
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
３
人
抜
き
を
す
れ
ば
負
け
て
も
豪
華
賞
品

を
獲
得
で
き
ま
す
。
中
で
も
２
年
生
の
部
で
は
、
女
子

選
手
が
奮
闘
し
ま
し
た
。
男
子
選
手
を
次
々
に
破
り
、

見
事
３
連
勝
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
・

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
満
月
仮
装
踊
り
大
会
で
す
。

今
年
は
15
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
花
嫁
、
ピ
エ
ロ
、

え
ん
ぶ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
を
し
、
各
チ
ー
ム
は

優
勝
を
目
指
し
て
踊
り
続
け
ま
し
た
。

富野小学校児童

満月仮装踊り大会

三村知事と健康ダンス

地産地消をよびかけ 青森県フェアに
BBシスターズ登場

愛されるキャラクターに 小泊中教員チームへ
優秀作品賞授与

中
秋
の
名
月
の
も
と

富
野
山
猿
賀
権
現
例
大
祭

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
第
２
回
少
年
の
主
張
大
会
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広報なかどまり 67 平成26年10月号

　敬老の日の恒例行事である中泊町敬老会が、９月15日㈷に体
育センターで行われました。当日は町内各地域から約500人が参
加しました。主催者である町長からは「郷土の発展に力を尽く
してくださった皆様に心から感謝します。これからも良きアド
バイザーであってください」とあいさつがあり、88歳、ダイヤ
モンド婚、金婚を迎えた方へ顕彰状を贈りました。今年結婚50
周年となった葛西晴一さんは「顕彰を受けることができたのは、
町民皆さんや家族のおかげ。これからも健康に留意し、町の発
展に寄与したい」と顕彰者を代表して謝辞を述べました。
　敬老会の後は昼食を囲みながらの芸能発表会。工夫を凝らした仮装で登場するグループもあり、会場は拍手と
笑いに包まれていました。
■�88歳長寿者　派立上…工藤源藏、荒関イツ、坂田ふみゑ、成田ときゑ、奈良武夫／派立中…角田文男／派立下…荒関
敏隆、加藤勘作／向町上…宮越リシイ、小林トミヱ、敦賀政一、珍田フミ、川村フヂエ、長利マツエ、秋元ハツエ、
成田はつ、棟方ミサヲ／向町下…金澤チヤ、加藤明子、山崎定繁／五林…古川荘三郎、荒関菊枝／宮川…古川トキエ、
小寺キネ、坂田マツヨ／深郷田上…菊池ツセ／八幡…外﨑利蔵、福嶋春雄／大沢内…田中春榮／富野…外崎ナミ／豊
島…長谷川榮、田中盛義、鈴木ミチヱ／田茂木…佐野シゲノ／長泥…工藤イソ、鈴木正治／若宮…髙山テル／上豊岡
…神たまい、石川キミヱ／下豊岡…塚本たまい／福浦…塚本金之丞、松橋金好／竹田…片山フサ／尾別…新岡マサエ、
海野澄子、三浦健治／上高根…小野與三郎、葛西アネ、沖崎セツ／下高根…野上幸作、原子きよの、野上キクヨ、野
上リセ／薄市上…野上サヨ、成田ツワ／薄市下…小寺トミヱ、福士茂三郎、小野キヨミ、小寺由希子、小寺豊治、葛
西由蔵／今泉上…三上ツサ、今本キサ、青山リヱ／今泉下…青山きへ、今本キミ、三上キセ／二タ見…大川リツ／花
丘町…熊木キセ／若葉町…岩川キヌヒ／新町１…伊藤トネ、澁谷タミヱ／新町２…生田キリヱ、工藤たね／小泊派立
…鎌田つや、久保田永太郎、成田みち、藤本貞子、宮原ヨシ、三橋みさを／上町…長谷川德子／折戸…木津谷ハツエ
／下前上…古川ヨネ、後藤ハツ／下前浜…佐藤トミ／温泉町…角田こと、會津ちゑ
■�ダイヤモンド婚（60年夫婦）　派立下…荒関助四郎・時枝／向町上…荒関春男・セツ／宮野沢…山本平治・テツ／大沢
内…大川芳春・カセ／上高根…木村幸雄・ツル、小野秋男・ハツヱ／薄市下…福士喜次郎・カツエ／今泉上…小山内
喜一郎・キクノ
■�金婚（50年夫婦）　派立上…秋元常夫・アキヱ／派立下…工藤敏雄・英子／宮野沢…林正七・セツヱ／大沢内…大川賢一・
則／豊島…加賀田武麿・哲子／尾別…宮越一義・ヒサ、宮越粕昭・トセ、葛西健一・ミツ子／上高根…葛西晴一・智枝、
木村正・レ子、小野敏雄・哲江／今泉下…青山清一郎・シヅヱ／新町２…小林一彦・ツイ子／上町…大澤利直・アイ子、
藤田三雄・アサコ、藤田功・千多／浜町…駒井正勝・昭江、熊木元治・曠子

　総合的な学習の一環として、中里・小泊両中学校が、９月24日㈬と25日㈭町内企業などで職場体験を行いま
した。この体験は、自らの将来を展望し、夢や希望を育むこと、正しい勤労観と職業観、社会人として必要なも
のを身につけることを目的に毎年実施しています。
　役場総務課広報係には、中里中から２人の生徒が体験に訪れました。２人は同級生たちの取材や広報づくりを
体験しました。

■小泊漁協（小泊中２人）
　市場でこの日に水揚げされた魚を氷詰めにする作業な
どを体験しました。生徒は漁協職員の指示に従い手際よ
く動いていました。

■ピュア（中里中３人）
　調理場などで手伝いをしたり、食品の加工などをして
いました。３人とも真剣な表情で作業していました。

■小泊保育所（小泊中２人）
　活発に遊んでいる子どもたちと一緒に小泊中の２人が
遊んでいました。生徒たちには６人の子どもたちが、抱
きついたりつかまったりして楽しんでいました。

■消防署（中里中５人）
　消防車両の説明を受けたり、操作・放水訓練などを体
験しました。生徒たちは職員の話を熱心にきいていまし
た。また、担当した消防署職員は「将来この体験を通じ
て消防士になって欲しい」と期待していました。

　中泊町海難訓練実施隊が、９月12日㈮小泊漁港、26日㈮下
前漁港で港内での油流失事故を想定した油除去訓練を行いまし
た。このうち下前港の訓練では、実施隊副会長の角田下前漁業
協同組合長が「いつ起きるかわからない事故であり、訓練が大
事になる。我々の漁港の環境を守るためにも取り組んでいきま
しょう」とあいさつしました。
　訓練は港で漁船が給油中に誤って重油を海中に流出させたこ
とを想定しました。現地対策本部を立ち上げ、磯まわり組合の
メンバーが中心となり、オイルフェンスを設置しました。海面
に広がった油は小型船の乗組員が油吸着マットや中和剤などを散布し、対応方法を確認しました。

小野喜也くんの感想
　僕が役場の広報係で２日間働いて思ったことは、いろいろな所に取材して
みて、正直疲れるけどやりがいがあって楽しかったことです。めったに見知
らぬ人と接することはないので、自分にとっていい経験になりました。

山本一希さんの感想
　私は職場体験で広報の仕事をしてみて難しかったのが、カメラで写真を撮
ることです。写真を撮ること自体は好きですが、動いているものを撮ること
があまりなかったので、難しかったです。しかし、取材や記事の作成などた
めになることがあり、とても良い経験になりました。

緊急時に備え訓練 中泊町海難訓練実施隊が
油除去訓練私たちがこのページを担当しました

体育センターで
中泊町敬老会開催500人で盛大に長寿を祝う中学校３年生が職場体験社会人を経験



N
AK

AD
O

M
AR

I 
PU

BL
IC

 R
EL

AT
IO

N
S　

O
CT

 2
01

4.
N

AKAD
O

M
ARI PU

BLIC RELATIO
N

S　
O

CT 2014. 

広報なかどまり 89 平成26年10月号
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青森県知事から88歳の米寿を迎えた夫婦へ顕彰状が届けられたこと
に伴い、町長が９月22日㈪に４夫婦を訪問して手渡しました。

　平成26年度のあおもりシニアフェスティバルで顕彰されるものです。
今年度町では４組の夫婦が受けました。
　⃝宮越兼雄・リシイ（向町上）　　⃝長谷川榮・トシ（豊島）
　⃝福士茂三郎・ハナヱ（薄市下）　⃝三和作太郎・愛子（若葉町）

中里高校発展のため、同校生徒の活動を支援する中里高校
応援隊が、９月22日㈪なかどまりまつりのねぶた運行コ

ースの清掃奉仕活動を行いました。
　奉仕活動は、同応援隊が生徒・教員と共に町の環境美化推進
に協力し、この活動を通して、同校の元気・活発さを地域に周
知することを目的に開催されました。
　この日は、1・２年生徒と教員、応援隊合わせて40人が活動
しました。２班に分かれ、中央公民館とパルナスからスタート
し、役場までの道路脇などのゴミをていねいに拾っていました。
　また、生徒たちはねぶたで使用する予定だった応援会が準備
したＴシャツを着用しながら、この活動に取り組みました。
　参加した生徒は「春の奉仕活動が中止になったので、今回で
きてよかった。住民のみなさんが気持ちよく生活してもらえば
うれしい」と活動の感想を述べました。

町安全協会武田支部（支部長・田中進美）が、９月10日㈬武田
診療所前で街頭監視を行いました。富野保育所児童14人と

その保護者などが集まり、診療所前で道行く自動車や自転車の運
転者へ「安全運転をお願いします」と呼びかけました。一方、ド
ライバーのみなさんも「はいわかりました。ご苦労様だね、がん
ばってね」と笑顔で声をかけていました。

各大会で好成績を残す中里誠心塾。９月11日㈭この
日も塾生たちは、厳しい稽古に励んでいました。

■塾生たちの試合結果
①第５回スポーツひのまるキッズ東北小学生柔道大会
　�（６月17日青森県武道館）１年男女混合軽量級－23㎏

優勝　佐井川友也（武田小）／３年男女混合軽量級－
30㎏２位　田中永喜（武田小）／６年男子軽量級－50
㎏優勝　片山雄心（武田小）／６年女子軽量級－45㎏
優勝　野上莉来奈（薄市小）
②�第11回全国小学生学年別柔道大会青森県予選会（6月22日鶴田町体育センター）６年男子50㎏２位　片山雄心
／６年男子50㎏超３位　佐井川陽舜（武田小）／６年女子45㎏優勝　野上莉来奈（８月17日盛岡市で開催され
た全国大会へ出場しベスト16の成績）
③�第52回三船十段杯争奪柔道大会（９月７日岩手県久慈市）　団体戦２位【野上莉来奈、片山雄心、加藤主税（中
里小６）、葛西大悟（武田小６）、佐井川陽舜】
　このうち、①の大会で見事３連覇、②の大会では全国大会に出場した野上莉来奈さんは、２つの大会について
「３連覇への道は厳しかった。初戦から強い相手で最後まで苦戦した。でも決勝まで集中して戦うことができた。
全国大会はレベルの高さを感じた。これからもっと稽古して上を目指したい」と話していました。

中里中学校相撲場で８月31日㈰、第10回東日本小中学校
相撲中泊大会 が行われました。天気にも恵まれたこの

日は県内各地から選手が集まり、団体戦及び個人戦で日頃
の稽古の成果を競い合いました。
　小学生の部団体戦では連覇を逃しましたが、選手たちは
「相手は強かった。稽古をがんばって、来年は絶対に優勝
する」と決意を新たにしていました。
　中泊道場所属選手の結果は次のとおりです。
■個人　�小学校３年の部優勝　奈良昴、４年の部優勝　成田力道、５年の部２位　高山日那太
　　　　中学校１年の部３位　神歩武

下北地域を会場に行われた青森県民体育大会。当町は
14競技に出場し、中でも陸上部が今年も優勝し、男子・

女子・総合１位となり完全優勝となりました。一方、硬式
テニスも、競り合いを制し、６年ぶりの優勝となりました。
　８月27日㈬両団体が町長室を訪問し優勝の報告をしまし
た。どちらも「来年もまた連覇したい。ただ、選手の確保
に苦労した。若手や子どもたちの指導を今後とも力をいれ
ていきたい」と話していました。
　このほか今年の大会は、軟式野球とウエイトリフティン

グが２位に入る健闘もあり、町総合６位と昨年を上回る結果となりました。小野町長から「町では最高が５位で
あったと記憶している。それを越えるよう今後とも両団体には引っ張っていって欲しい」と激励しました。

夫婦ともに健康を保ち長寿を
88歳到達夫婦へ顕彰状

町の環境美化推進に協力
中里高校応援会が奉仕活動

交通安全呼びかけ
富野保育所児童街頭監視

長谷川さん 福士さん 三和さん

宮越さん

上を目指し稽古に励む
中里誠心塾各大会で好成績

夏の終わりの熱い戦い
第10回東日本小中学校相撲中泊大会

陸上、硬式テニス優勝
第69回県民体育大会
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子どもと高齢者に安全な交通社会を目指して、９月12日㈮
交通安全母の会西北ブロック研修会がパルナスで行われ

ました。当町からも会員30人が参加し、会場でスタッフとし
ても活動しました。
　西北ブロックの母の会会員118人が参加した研修会のオープ
ニングは、中里幼稚園児が務め、鼓笛演奏を披露しました。
　第１部は、主催者である青森県交通安全母の会連合会坂本会
長が「交通死亡事故は年々減少しているがゼロではない。今後
も事故減少に務めていきましょう」とあいさつ。
　来賓のあいさつに続いて、金多豆蔵人形芝居が行われました。
この日は交通安全をテーマにしたかけあい漫才で参加者と一緒
に、交通安全の勉強を楽しみました。
　昼のアトラクションとして、謎の美女軍団のみなさんがスコ
ップ三味線を披露し、アンコールをもらう盛り上がりをみせま
した。
　第２部では、「飲酒運転について」と題し、五所川原警察署
金木分署桜庭交通係長による講話、活動事例として、中里中学
校江良PTA会長がPTAでの取り組みや地域との連携について発
表しました。最後は全体討議として、会員の確保対策など意見
交換が行われました。

９月21日～30日までの10日間、秋の全
国交通安全運動が実施されることに

伴い、小・中学校児童・生徒が通る交差点
など町内５か所で街頭監視が行われました。
　このうち中里小学校へ登校する児童たち
が通る津軽中里駅前交差点では、関係者が
見守る中、子どもたちが元気な声で「おは
ようございます、ご苦労様です」とあいさ
つしていました。

秋の全国交通安全運動の実施に伴って、五所川原地区交通安全協会の境
谷定雄会長が、９月16日㈫に役場を訪れ、知事からの要請文を小野町

長に伝達しました。
　伝達では、境谷会長が「秋の全国交通安全運動」の強力な推進について、
要請文を読み上げました。内容は「日没が早まるこの時期は交通事故が増え
る傾向があること」、「青森県反射材大作戦を続けて交通事故減少に取り組む
こと」などをはじめ関係機関・団体・地域住民が一体となって運動を推進し
ていただきたいというものです。これを受けて、町長は「我々も、関係者と
協力し秋の交通安全運動に取り組んでいきたい」と答えていました。

講義や実習を通して、地元産業である漁業に対する
理解・興味を深めようと小泊中学校１年生が、９

月24日㈭小泊漁協や市場で学習会を行いました。
　始めに小泊漁協で地元で獲れる魚の学習を行いました。
鰺ヶ沢漁港事務所職員から魚の種類、生態について講義
を受け、目、鼻、耳、口はどこにあるかなど学びました。
講義後も約半数の生徒が質問したり、熱心にメモをとる
姿がありました。次に市場へ移動し、その日に水揚げさ
れた本マグロなどで確認しました。
　その後学校へ移動してからは、小泊漁協婦人部８人の指導のもと、サザエ入りカレーづくりが始まりました。
途中タマネギを切っているとき涙を流す男子生徒もいて笑いを誘っていました。出来上がってからは、全員で試
食。サザエの風味がきいたカレーを味わい、「おいしい、おいしい」とおかわりをする生徒もいました。

ごみの減量やリサイクルの大切さを学んでもらおうと、町で
は「もったいない町民運動」の一つとして、小学校４年生

向けに施設見学会を行っています。今年は要望のあった３校（中里、
薄市、小泊）を対象に実施しました。
　９月11日㈭には小泊小学校４年生が西部クリーンセンター（つ
がる市稲垣町）を訪れました。同校が見学会に参加するのは初め
てのことです。ごみをクレーンで持ち上げる様子や、パッカー車
からごみが投入されるところを、児童たちは興味津々といった表
情で見学していました。
　小泊小学校４年生はごみに関して学習したことをポスターにし、
10月に行われる町民文化祭（小泊会場）で展示するそうです。

地域について学ぼうと中里中学校１年生65人が、９
月２日㈫小泊地域を訪れ、漁業や地域の文化につ

いて学びました。
　漁業の学習では、小泊漁港の荷さばき施設を見学しま
した。この日は幸運にも、100㎏を越える本マグロが水
揚げされ、生徒たちはその大きさに驚いていました。漁
協職員の説明に対して「このマグロいくらですか。漁師
は儲かりますか」など質問をしていました。マグロのほ
かにもブランド化されている「海峡メバル」や生きたサ

ザエやエビなどに触れる体験も行いました。続いて魚などの保存に使う氷を製造する施設の見学では、マイナス
10℃の世界を体験し、寒さをこらえていました。
　その後日本海漁火センターに移動して役場職員から、漁法やブランド化、海洋保護活動、後継者不足など説明
を受けました。説明後は、学習した保護活動の体験として、海草が生えるよう有機団子を漁港内に投入しました。
　最後は文化について、小説津軽の像記念館での学習です。柳澤良知氏がボランティアガイドを務め、像の前で
越野たけさんから聞いた話を伝えました。

交通死亡事故ゼロを目指して
交通安全母の会西北ブロック研修会

登校を見守る
町内で街頭監視

秋の全国交通安全運動の推進
五所川原地区交通安全協会・境谷定雄会長が来町

漁業への理解深める
小泊中1年が市場見学とサザエカレー

西部クリーンセンターで体験学習
小泊小学校4年生がごみ処理を学ぶ

小泊地域を学ぶ
中里中１年がふるさと学習
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まちの話題 Topicsまちの話題Topics

互いに支えあう明るいまち薄市をテーマに、内潟療護園が８月30
日㈯に秋祭りを開催しました。当日は会場の内潟公民館に町民

や同園関係施設の利用者ら約300人が集まりました。
　ステージでは、薄市小学校３年生による音読、薄市・富野保育所園
児によるお遊戯や荒馬、中里中学校吹奏楽部の演奏、地区の住民によ
る芸能発表など、たくさんの催しが行われました。保育所園児たちは演技が終わった後、「いつまでも笑顔で、
お元気でいてください」と観客に声をかけ、会場からは大きな拍手が送られていました。また、屋外には出店コ
ーナーも設けられており、地域住民や親子連れで賑わいをみせていました。

新おもてなしご当地グルメのメニューを開発するため、９月17日
㈬日本海漁火センターで試食会が行われました。

　この日は漁協関係者らのほか、プロデューサーのヒロ中田氏も出席。
町内から飲食店など５団体が試作品を持ち寄り、イカの貝焼きみそ仕
立て、しゃぶしゃぶ、釜飯などの料理が出ました。中田氏は「ランチ
は短時間での勝負。お客様を待たせないことも重要。新しい食べ方を
どんどん考えて欲しい。デザート、火を使用した料理も必要になる」
と伝えました。会議は毎月開催し、メニュー案をつめていきます。

町戦没者追悼式が、９月４日㈭中央公民館近くの慰霊碑前で行わ
れました。式には、遺族会や関係者ら約100人が追悼に訪れま

した。国歌斉唱、黙祷に続き、遺族会主催の慰霊祭が行われ、各代
表者が玉串を捧げました。式辞では、小野町長が「戦後69年を経た
今も忘れられない深い悲しみが残る。先人たちが築き挙げた今日の
平和と繁栄を手放さないよう努力する」と誓いました。続いて、県知事、県遺族会、中里遺族会代表が追悼の辞
を述べました。最後は、参列者全員が慰霊碑に菊の花を献花し、祈りを捧げていました。

町内でとれた食材を学校給食へ提供している「給食おもいやり
隊」の佐藤イネ子さん、田中恵津子さん、葛西昭子さんが小

泊小学校を訪れ、６年生児童と給食の時間を共にしました。訪問し
た８月29日㈮の献立はトマト、じゃがいも、なすを使った夏野菜カ
レー。トマトが苦手な児童も「これなら食べられる」と話し、完食
していました。佐藤さんは、「生きるために食べ物はなくてはなら
ないもの。誇りを持ってがんばっているので、皆さんも勉強をがんばってください」と思いを伝えました。児童
たちは「楽しかったです。どんな材料が使われているか知ることができて良かったです」と話していました。

ふるさと中泊町の食と文化を楽しみ、懐かしい人たちとの再会や
のれそれ飲んで、騒いで我らが中泊町にエールを送ろうと、８

月31日㈰青森市にあるモルトン迎賓館で「中泊のれそーれ祭り
2014」が行われました。祭りには、県内で活躍する約130人の町出
身者らが参加。地元産本マグロやイカ刺、ブルーベリースイーツなど
が用意され、旬の味覚を味わいました。また、町特産品の当たる抽選

会、特産品販売コーナーでも楽しんでいました。ステージでは、津軽伝統芸能である金多豆蔵人形劇鑑賞が行わ
れ、終始笑い声が響いていました。会場では、参加者同士久しぶりに会う人も多く、思い出話に盛り上がり、懐
かしむ様子もみられました。主催者である「のれそ～れ応援隊」隊長・松野ミツ氏は「私たちにできることを考
え、中泊町を盛り上げていきたい、今後とも協力していきたい」と話していました。

シジミの旨みや成分を生かした商品作りへ向けて、商標登
録された「シジミミソネ－ズ」。９月14日㈰ふれあいセン

ターでその試食会が行われました。
　医学博士吉田昭彦氏が監修したもので、いろいろな料理に使
用できるといいます。シジミに含まれる栄養素は、認知症予防

にも効果が期待できるそうです。同氏は地元出身の㈱東光通商（東京都八王子市）代表取締役・沖崎金光さんの恩
師であり、その縁もあって試食会が開催されました。この日は、地元住民らが出席し、ヒラメのカルパッチョ、
みそ汁、ラーメンのメニューで、津軽みそと八丁みその２つの味で食べ比べをしました。参加者は「みそにシジ
ミのだしを加えると味に深みがでて濃くなる。自分好みに調整することもできる」と話していました。吉田氏は
「互いにアイデアを提供し合い、良い商品を地元の人と共につくっていきたい」と開発への意欲を語りました。

イオンモールつがる柏で９月20日㈯～23日㈫第36回日本教育書道会西
北五書道展地区展が行われ、町児童生徒が多数入賞しました。

■特別賞　中泊町長賞…中１　下山諒夏（梅堂支部）／中泊町議会議長賞…
小４　山田華連（小泊支部）／中泊町教育長賞…小５　山田晃雅（小泊支部）
／西北五地区連合会奨励賞…中3　長利凌也（武田教室）、呉竹賞…５才　
佐々木とうむ（薄市教室）／小３　鍋田亜衣海（小泊支部）

■特選　小２　佐々木ちえり（薄市教室）、山田皇龍（小泊支部）／小３　田中さや（武田教室）、石川栞（福浦支部）、
佐藤百華（福浦支部）／小４　成田未空（薄市教室）／小５　山下緋杏（福浦支部）／小５　川島心（福浦支部）／小６
　石川采（福浦支部）、野上莉来奈（薄市教室）／中２　鍋田夕海美（小泊支部）／中３　大屋七海（薄市教室）

６月に種まきをした毛豆を収穫しようと、富野保育所児童16人と保護
者６人が、９月17日㈬に野上健さん（上高根）の畑を訪れました。毛

豆の種は五所川原農林高校から提供を受けたもので、子どもたちは説明の
あと、ひとつひとつ収穫していました。作業の途中で児童のひとりが歌い
出すと、あっという間に全員での合唱となり、周囲を笑わせていました。

茎がなかなか抜けないときは、数人で協力して引っ張り、子どもたちは袋いっぱいになるまで毛豆を集めました。
招待した野上さんは「子どもたち自身で植えたものを収穫する楽しさを体験してもらえて良かった。毛豆を大好
きになって欲しい。また、来年も続けたい」と話していました。

ケッパレ‼ 薄市
内潟公民館で恒例の秋祭り開催

５団体が試作ニューを持ち寄る
新おもてなしグルメメニュー開発会議スタート

町の発展・平和を祈り
戦没者追悼式

学校給食でも地産地消
給食おもいやり隊が小泊小を訪問

町児童生徒多数入賞
第36回日本教育書道会西北五書道展地区展入賞毛豆たくさん採れました

富野保育所児童が収穫体験

地元出身者が集う
中泊のれそ～れ祭り2014

中泊町おこし
シジミミソネ－ズ試食会
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　今年度は次の日程で開催いたします。皆さまのご
来場、作品の出品など町民文化祭へぜひご参加くだ
さい。町民文化祭期間中は、地域連絡バスを無料運
行いたします。利用ください。日程や内容などは折
込のパンプレットをご覧ください。
【小泊会場】

■期間…10月25日㈯ ～ 26日㈰
■会場…日本海漁火センター
【中里会場】

■期間…10月31日㈮ ～ 11月２日㈰
※�10月31日はパルナスホールで中里中学校吹奏楽
部演奏会と中里地域小学校学習発表会となります。
他のイベント展示作品の鑑賞などは11月1、2日
の２日間です。

■ 会場…パルナス・中央公民館・体育センター
　　　　中里保健センター・老人福祉センター
《出品作品例》　習字、絵画、写真、盆栽、文化刺繍、
ちぎり絵、押し花、切り絵、凧絵、手工芸等。※皆さ
んが日頃取組んでいる作品を出品ください。一人何作
品でもかまいません。出品者には記念品を差し上げます。

職場・グループ対抗カラオケ大会参加者募集
　町民文化祭期間中に職場・グループ対抗カラオケ
大会を開催します。しっとり歌っても、楽しく歌っ
ても良し。職場やグループの元気の良さ、仲の良さ
をアピールしましょう。
■日時…11月１日㈯　午後６時～午後８時30分
■場所…体育センター
■ 資格…町内にある職場の従業員または町内在住のグ
ループ（未成年者（18歳以下）は保護者同伴のこと）

■選手編成…３人１組
■締切…10月24日㈮　ただし10組限定、先着順
■申込先…中泊町中央公民館　☎（57）2341

　立候補に必要な届出書類や注意事項、事前審査の
日程などを説明します。立候補を予定されている人
は、本人か代理人の出席をお願いします。

　■日時…11月19日㈬　午後２時～
　■場所…中泊町役場青年研修所２階
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　教育委員会では、文化の日に下記のとおり町民映画会を
開催します。ご近所お誘いあわせのうえご鑑賞ください。
■日時…11月3日（文化の日）　午後1時30分
■場所…総合文化センターパルナスホール
■上映作品…人生、いろどり
■チケット…前売券500円（当日800円）
※�チケットは町役場総務課・小泊支所・パルナスで販売。
■問合せ…教育委員会教育課社会教育係 ☎69－1112 内13
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１試 験 日…12月14日㈰
２受付期間…11月26日㈬まで
３職種、採用予定人員及び受験資格

４採用試験案内
　　ホームページ（http://www.tsgren.jp/）から入手できます。
　�　また、つがる西北五広域連合病院運営部人事課、かなぎ病
院、鰺ヶ沢病院、つがる市民診療所、鶴田診療所でも配布し
ています。（平日8：30～17：00）

　　詳細は、採用試験案内でご確認ください。
５試験場所・内容
　①場所…つがる総合病院
　②内容…教養試験、作文試験、面接試験、書類審査
６申込先
　　〒⓪❸❼－⓪⓪❼❹　五所川原市字岩木町12番地３
　　　　　　　　つがる総合病院３階
　　つがる西北五広域連合病院運営部人事課

　近年、台風や集中豪雨により全国各地で土砂災害の発生によ
る大きな被害が発生しています。今年８月20日に広島市にお
いて大規模な土砂災害が発生しました。これを受け、町民の防
災意識・危機意識の向上のため、町民の皆様へ土砂災害危険箇
所、避難場所、避難勧告等の伝達・収集方法などについて再確
認をお願いします。土砂災害警戒区域マップなどは、中泊町ホ
ームページでご覧いただけます。
　問合せ…役場環境整備課土木係　内233
　参考URL（防災情報（防災））
　　http://www.town.nakadomari.lg.jp/index.cfm/18,7255,45,html

　また土砂災害警戒情報や県内の土砂災害警戒区域等マップな
ど、土砂災害に関する情報は、青森県庁ホームページから “防
災情報（砂防）” で検索するとご覧いただけます。
　問合せ…県土整備部河川砂防課砂防グループ ☎⓪❶❼︱❼❸❹︱❾❻❼⓪
　参考URL（防災情報（砂防））
　　http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/dosha_keikai_itiran.html

職　　種 採用予定人員 受　験　資　格
看護師（助産師含む）

15名程度

昭和55年４月２日以降に
生まれた人で、左記職種の
免許を有する人または免許
を取得する見込みの人

認定看護師（救急看護・
緩和ケア・糖尿病看護）
薬　剤　師 ２名程度

臨床検査技師 １名程度

理学療法士 ３名程度

作業療法士 ２名程度

言語聴覚士 １名程度

12月21日投開票
町議会議員選挙に立候補予定の方へ
「立候補予定者説明会」

を開催します
問  役場選挙管理委員会事務局　内  191

なかどまり町民文化祭開催！
問  中里会場　中央公民館 ☎  57－2341
問  小泊会場 教育委員会小泊事務所 ☎  64－2679

職場・グループ対抗カラオケ大会参加者募集

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

青
森︵
オ
フ
ィ
ス
︶が
オ
ー
プ
ン

０
１
７（
７
５
２
）６
６
０
０

☎ 予
約
専
用
電
話

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組

合
職
員︵
福
祉
職
︶募
集

（
㆓⓺
）３
１
０
０

☎

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
森
田
学
園

庶
務
係

問

役
場
封
筒
へ
の
広
告
募
集
中
で
す

１
６
２

内

役
場
総
務
課
広
報
係

問

平成２6年度�つがる西北五広域連合職員採用試験

土砂災害危険箇所などの緊急周知

問  つがる西北五広域連合病院運営部人事課 ☎  26－6363
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○ テーマ「時を越えて愛される名作本」
　�　あの時読んだ本、心の片隅に残っている本、き
っとあります。

『大間違いの太平洋戦争』 倉山　　満　ベストセラーズ
『頭に来てもアホとは戦うな！』 田村耕太郎　朝日新聞出版
『小森谷くんが決めたこと』 中村　　航　小 学 館
『禁断のレシピ』 枝元なほみ、多賀正子　NHK出版
『たんぽぽの目』 村岡　花子　河出書房新社

＊葛西　満さん（六ヶ所村）
 『六ヶ所村　学舎の想い出』（葛西満永） 他3冊
＊小田切恭一さん（五所川原市）
 『図説　明治百年の児童史』（唐沢富太郎） 他31冊
ありがとうございました。大切に使わせていただきます。

奥つがるブックフエア＃10を開催いたします
　日時…11月15日㈯
　場所…総合文化センター「パルナス」

　今回は11月の予定をお知らせします。
■派立上
　11/5㈬ 10：00～12：00　駅ナカにぎわい空間
■派立中
　11/6㈭ 13：00～15：30　中里福祉センター
■小泊
　11/17㈪ 13：00～15：30　すくすくしたまえ館

・宮越兼雄さん（向町）　9/3㈬、松の木剪定の実
技指導がてら応援に来てくださいました。現在93
歳と高齢ながら梯子を軽々上り熟練の技に入所者も
感心しながら眺めていました。

・ふるさと交流会　9/15日㈪敬老の日に88歳に
なった利用者の「米寿を祝う集い」を行いました。
ふるさと交流会の皆さんが歌や踊りを熱演され、米
寿のお祝いに花を添えてもらいました。

・おの企画（五所川原市）　9/25㈭９月の誕生者を
祝う集いに、メンバー８名が来園されました。代表
の小野数夫さんは旧中里出身とあって歌にも気合が
感じられ、全12演目の熱演に利用者も手拍子をす
るなど楽しんでいました。

なんでも行政相談
日　時…10月22日㈬ 午前９時～12時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※�行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

1₀月22日　古 川 節 子、塚 本 初 子

11月12日　成 田 　 寛、古 川 　 壽

1₀月15日　藪田由比子

　　　　　秋田谷徳美

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～午後２時

　

平
成
2柒
年
度
末
の
北
海
道
新
幹

線
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
開
業
に
向

け
、
津
軽
半
島
地
域
の
食
や
、
文

化
、
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

■
日
時
…
11
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

■
場
所
… 

立
佞
武
多
広
場（
五
所

川
原
市
）

　

県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・

地
方
法
人
特
別
税
の
電
子
申
告
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
子
申
告

に
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
申
告
で
き
る
の
で
窓
口

に
出
向
く
必
要
が
な
い
こ
と
や
、

複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
申
告
が

ま
と
め
て
一
度
に
で
き
る
こ
と
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨

励
し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊

か
な
人
間
形
成
」
を
目
的
に
開
催

し
、
町
内
小
学
生
の
力
作
が
一
堂

に
展
示
さ
れ
ま
す
。

■ 

日
時
…
1₀
月
18
日
㈯
９
時
～
1⓺

時
／
1⓽
日
㈰
９
時
～
15
時

■ 

場
所
…
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

・
大
広
間

■
表
彰
式
…
1₀
月
1⓽
日
㈰
14
時
～

　

成
年
後
見
・
相
続
・
労
働
ト
ラ

ブ
ル
借
金
問
題
に
つ
い
て
司
法
書

士
が
無
料
で
面
談
で
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
手
話
通
訳
者
も
常
駐
。

■
日
時
…
11
月
2叅
日
㈰

　
　
　
　

午
前
1₀
時
～
午
後
4
時

■
場
所
…
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

※ 

具
体
的
な
相
談
が
必
要
な
場
合

は
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

相
談
員
に
確
認
く
だ
さ
い
。

　

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

時
間
額
６
７
９
円（
1₀
月
24
日
～
）

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と

使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
製
造

業
と
小
売
業
の
一
部
に
は
、
特
定

（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ

ま
す
。
詳
細
は
青
森
労
働
局
H
P
。

■
日
時
… 

1₀
月
25
日
㈯
午
前
1₀
時

～
午
後
４
時

■
場
所
…
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

■ 

相
談
内
容
…
交
通
事
故
・
金
銭
・

土
地
建
物
・
公
害
・
家
庭
の
問

題
な
ど

　

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主（
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
く
）は
、
労
働
保
険（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続
き

の
ご
相
談
な
ど
お
問
合
せ
先
ま
で
。

■ 

労
災
保
険
…
業
務
災
害
や
通
勤

災
害
で
負
傷
し
た
と
き
に
、
保

険
給
付
を
行
い
ま
す
。

■ 

雇
用
保
険
…
労
働
者
が
失
業
し

た
と
き
に
、
生
活
安
定
及
び
再

就
職
促
進
の
た
め
の
失
業
給
付

を
行
い
ま
す
。

　

安
全
と
環
境
保
全
に
は
車
の
点

検
が
必
要
で
す
。
国
土
交
通
省
で

は
9
、
1₀
月
を
自
動
車
点
検
整
備

運
動
の
強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
点
検（
走
行
距
離
や
運
行
状

況
な
ど
か
ら
判
断
し
点
検
整
備
）、

定
期
点
検（
12
ヶ
月
、
24
ヶ
月
点

検
）を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　町長と関係者が出席し、皆さまからご意
見やご要望などの声を聴きます。
　あなたの声を、ぜひ町に届けてください。

　｢鉄道の日｣ 恒例の鉄道cafeは今回で３
回目。今年のコンセプトは「津軽鉄道が結
ぶ鉄道カフェ」です。
　津軽鉄道に触れ合い、親子で鉄道の楽し
さを知っていただきたくて、鉄道模型展
示・運転、津軽鉄道ミニ列車運行、鉄道写
真展やポストカード販売など、たくさんの
催し物を用意しています。
　このイベントは２日間にわたり、津軽五
所川原～芦野公園～津軽中里の３つの会場
で開催いたします。
■日時…10月12日(日)，13日(祝)
　　　　　9：30～16：30
■ 会場…でる・そーれ、津鉄ホーム留置車
内（五所川原）／喫茶店「駅舎」（芦野公
園）／駅ナカにぎわい空間（中里）

※ 当日は、各課が事業の説明などを行ったあ
と、皆さまと意見交換する予定です。

月 日 場　　所 時　間

11月
11日㈫

武田公民館 09:30～11:30

内潟公民館 13:30～15:30

11月
12日㈬

日本海漁火センター 09:30～11:30

すくすくしたまえ館 13:30～15:30

11月
13日㈭ 中央公民館 9:30～11:30

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

本 の 寄 贈

高齢者ボランティアに参加しませんか
問  役場町民課国民健康保険係 内  132

慰　
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

津
軽
半
島
大
集
合
２
０
１
４

津
軽
半
島
北
部
地
域
観
光
推
進
実
行
委
員
会

問
（
叅㆕
）２
１
７
５

☎

司
法
書
士
に
相
談
を
！

青
森
県
司
法
書
士
会

問
０
１
７（
７
７
６
）８
３
９
８

☎

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

問
０
１
７（
７
３
４
）４
１
１
４

☎調
定
委
員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談
会

青
森
地
方・家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

問
０
１
７（
７
２
２
）５
４
２
１

☎

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局
検
査
整
備
保
安
部
門

問
０
１
７（
７
３
９
）１
５
０
６

☎

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業

税
・
地
方
法
人
特
別
税
の
申

告
に
は
電
子
申
告
が
便
利

問
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

（
叅㆕
）２
１
１
１

☎

２
０
８

内

平
成
₂₆
年
度 

M
O
A
美

術
館 
中
泊
児
童
作
品
展

（
⓹柒
）２
７
５
２

☎

事
務
局
菊
池
愛
子

問

11
月
は﹁
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
﹂労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

問（
叅㆕
）３
１
７
１

☎

町にあなたの声を届けよう

「地区懇談会」開催

津軽鉄道が結ぶ鉄道カフェ

問  役場総務課広報係 内  162

問  津軽鉄道サポーターズクラブ
　　（鉄道カフェ実行委員会）

☎  34－9022
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１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－
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㆒₀
月
㆓₀
日
㈪
〜
㆓⓺
日
㈰
ま
で
の

一
週
間
、
県
内
で
一
斉
に
【
も
う

い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　

ま
あ
だ
だ
よ
】
を
統
一
標
語
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
安
全
で
住
み
良
い
町
に
な
る

よ
う
に
火
災
予
防
運
動
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
】
を
紹
介
し
ま
す
。

３
つ
の
習
慣・４
つ
の
対
策

︿
３
つ
の
習
慣
﹀

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

︿
４
つ
の
対
策
﹀

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
消
す

た
め
に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

こ
の
事
を
ふ
ま
え
て
、
火
災
予

防
運
動
期
間
中
だ
け
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
に
も
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。

　

夏
も
終
わ
り
を
つ
げ
、
秋
の
き

の
こ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
入
山
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

山
岳
遭
難
事
故
も
こ
の
時
期
に
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

☆
遭
難
事
故
防
止
の
注
意
点

①�

天
気
予
報
を
事
前
に
よ
く
確
か

め
る
。

②�

少
人
数
で
地
理
の
わ
か
ら
な
い

山
に
は
入
山
し
な
い
。

③�

着
替
え
、
雨
具
、
食
料
、
笛
、

携
帯
電
話
を
必
ず
持
つ
。

④�

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
、

同
行
者
な
ど
を
家
族
に
知
ら
せ

て
お
く
。

◎�

遭
難
事
故
に
あ
っ
た
時
は
、
無

駄
な
体
力
を
消
耗
し
な
い
た
め

に
、
な
る
べ
く
動
か
な
い
よ
う

に
し
、
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

�

予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
連
絡
が

な
か
っ
た
り
、
帰
宅
し
な
い
場

合
は
、
早
急
に
警
察
署
・
消
防

署
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
無
料
に

な
り
ま
す
。
接
種
の
際
は
「
高
齢

者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無

料
券（
個
別
通
知
）」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
一
緒
に
運
動
を

始
め
ま
せ
ん
か
⁉

　

効
果
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
体
重
減
少

だ
け
で
な
く
、
血
圧
や
血
糖
値
・
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
改
善
な
ど
、
体

に
う
れ
し
い
効
果
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
一
人
で
は
継
続
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
感
じ
て
い
た
り
、
腰
や
膝

が
痛
い
か
ら
運
動
は
無
理
だ
ろ
う
と

諦
め
て
い
る
人
も
、
自
分
に
あ
っ
た

運
動
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？

◆
中
里
地
区

･
会
場
…
中
里
公
民
館

・�

日
時
…
毎
週
１
回（
月
・
水
曜
日

中
心
の
継
続
型
の
教
室
で
す
）

◆
小
泊
地
区

･
会
場
…
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー

・�

日
時
…
毎
週
１
回（
火
曜
日
の
午

後
を
中
心
に
㆒₀
回
継
続
の
教
室
で

す
）

＊
初
回
は
㆒₀
月
㆓⓼
日
㈫
で
す

教
室
の
内
容

　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
有
酸
素
運
動
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
町
の
指

定
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

︻
対
象
者
︼
平
成
㆓⓺
年
３
月
叅㆒
日
時

点
で
の
満
年
齢
に
な
り
ま
す

①
⓺⓹
歳
以
上
の
人

②�

⓺₀
歳
以
上
⓺⓹
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
及
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
で
免
疫
機
能

に
障
害
が
あ
る
人（
障
害
者
手
帳

内
部
疾
患
１
級
の
人
）

︻
実
施
期
間
︼
平
成
㆓⓺
年
㆒㆒
月
４
日

〜
平
成
㆓柒
年
１
月
叅₀
日
ま
で

＊�

医
療
機
関
ご
と
に
接
種
日
や
時
間

な
ど
が
違
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
負
担
金
︼
１
、０
０
０
円（
接
種
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※�

住
民
税
非
課
税
の
人
、
生
活
保
護

・ 

講
師
…
健
康
運
動
指
導
士（
ス
タ

ジ
オ�

ア
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
）

･ 
対
象
者
…
医
師
か
ら
運
動
を
制
限

さ
れ
て
い
な
い
人

･
参
加
費
…
無
料

･ 

持
ち
物
…
動
き
や
す
い
服
装
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物

◆�

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

◎
食
生
活
改
善
推
進
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
減
塩

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

毎
日
の
家
庭
料
理
の
中
の
塩
分
を

抑
え
る
た
め
に
、〝
だ
し
〞
を
活
用

し
た
減
塩
法
を
テ
ー
マ
に
調
理
実
習

を
行
い
ま
す
。
塩
分
は
抑
え
て
い
る

け
ど
、
だ
し
の
力
で
し
っ
か
り
美
味

し
い
。
一
緒
に
減
塩
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
…
㆒㆒
月
㆒㆒
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ま
で

場
所
…
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
…
だ
し
活
で
減
塩

内
容
…�

だ
し
を
活
用
し
た
減
塩
料
理

調
理
実
習

持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
料
…
無
料

申
込
方 

法
…
㆒₀
月
㆓⓼
日
㈫
ま
で
に
中

里
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

備
や
資
料
整
理
な
ど
、
多
彩
な
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。

◆
薄
市
小
校
内
研
修
！

　

八
月
下
旬
、
薄
市
小
職
員
校
内
研

修
の
一
環
と
し
て
、
薄
市
・
今
泉
地

区
の
史
跡
・
文
化
財
巡
り
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
生
方
は
熱
心
に
見
学
、
地
域

教
材
活
用
へ
の
熱
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

◆
﹁
今
泉
分
館
﹂
特
別
一
般
公
開
！

　

お
盆
の
最
中
、
今
泉
分
館
一
般
公

開
が
実
施
さ
れ
、
里
帰
り
客
な
ど
今

泉
内
外
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◆
博
物
館︵
学
芸
員
︶実
習
！

　

八
月
上
旬
、
弘
前
学
院
大
４
年
台

丸
谷
真
純
さ
ん（
つ
が
る
市
）が
㆒₀
日

間
に
わ
た
る
博
物
館
実
習
に
挑
み
、

こ
ど
も
教
室
や
企
画
展
立
案
な
ど
実

践
的
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま
し
た
。

◆
金
木
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
！

　

九
月
初
旬
、
金
木
高
２
年
小
山
内

菜
摘
・
荒
関
海
暖
さ
ん
が
、図
書
館
・

博
物
館
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就

業
体
験
）を
行
い
ま
し
た
。
開
館
準

◆�

秋
の
企
画
展
﹁
鉄
道
浪
漫
Ⅳ

－

鉄

路
・
春
夏
秋
冬

－

﹂
開
催
！

　

山
口
錬
・
野
村
美
喜
雄
氏
ほ
か
所

蔵
の
鉄
道
模
型
・
ジ
オ
ラ
マ
展
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
…
㆒₀
月
㆒⓼
日
㈯
〜
㆒㆓
月
㆒㆕
日

㈰
ま
で
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
㆕⓹

分
／
■
休
館
日
…
毎
週
月
曜
・
第
４

木
曜
・
祝
日
／
■
入
館
料
…
通
常
料

金（
一
般
㆓₀₀
円
、
高
校
・
学
生
㆒₀₀
円
、

小
・
中
学
生
⓹₀
円
）

VOL.40

①
毎
日
必
ず
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
い
る

②
あ
い
さ
つ
が
出
来
る
と
こ
ろ
で
す

①
歯
磨
き
の
後
に
フ
ッ
素
ス
プ
レ
ー
を

す
る　

②
元
気
い
っ
ぱ
い
で
笑
顔
が
か

わ
い
い
と
こ
ろ
で
す

①
仕
上
げ
磨
き
と
定
期
健
診

②
優
し
く
て
元
気
い
っ
ぱ
い
☆

①
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
る

②
元
気
な
と
こ
ろ

①
甘
い
飲
み
物
は
控
え
て
い
ま
す

②
ご
飯
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
と
こ
ろ
で

す

①
毎
日
の
仕
上
げ
み
が
き

②
元
気
が
良
い
と
こ
ろ

※�

今
回
の
３
歳
児
健
診
で
、
虫
歯
の

な
い
子
は
❶⓪
人
中
6
人
で
し
た
。

木村冴
さえ
斗
と
ちゃん

（深郷田下）

川島小
こ
雪
ゆき
ちゃん

（田茂木）
佐藤愛

あい
桜
ら
ちゃん

（長　泥）

小山栞
し
音
おん
ちゃん

（向町下）

成田聖
きよはる
悠ちゃん

（今泉下）

吉田心
ここ
奈
な
ちゃん

（派立下）

委託医療機関 電話番号
井沼診療所 57－2138
井沼洋クリニック 69－1071
武田診療所 57－2134
中里クリニック 57－3636
りかクリニック 58－3717
中泊おの医院 57－5758
かなぎ病院 53－3111
小泊診療所 64－2117

秋
の
火
災
予
防
運
動

山
岳
遭
難
に
注
意

中里 ☎（⓹柒）3920
小泊 ☎（⓺㆕）3748

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
】

①
日
頃
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

②
わ
が
子
の
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

３
歳
児
健
診
に
て（
９
月
４
日
）

★
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！

　

お
子
さ
ん
の
き
れ
い
な
歯
を

　

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
町
が
指
定
す
る
接
種
医
療
機
関

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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加　

藤　

冨　

美 

柒⓺ 

（
向
町
上
）

秋　

田　

勝　

雄 

⓼柒 

（
今
泉
上
）

大　

川　

久　

雄 

⓼柒 

（
大
沢
内
）

山　

本　

蔵
四
郎 

⓼柒 

（
宮
野
沢
）

神　

成　

ゆ
き
江 

柒㆕ 

（
今
泉
下
）

太　

田　

サ　

ツ 

柒⓽ 

（
宮
野
沢
）

古　

川　

勇　

蔵 

⓼柒 

（
宮　

川
）

成　

田　

健　

造 

⓼⓼ 

（
薄
市
下
）

横　

山　

清　

一 

柒㆓ 

（
五　

林
）

佐　

野　

サ　

キ 

⓼⓽ 

（
田
茂
木
）

永　

坂　

ミ　

ヨ 

⓼㆕ 

（
下
前
上
）

福　

士　

イ　

ツ 

㆒₀叅 

（
小
泊
派
立
）

磯　

野　

忠　

一 

柒⓽ 

（
入　

舟
）

西　

山　

セ　

イ 

㆒₀叅 

（
上　

町
）

外
﨑　
　

蘭ら
ん 

（
女
・
真
悟
） 

竹　

田

工
藤
妃ひ

麻ま

利り 

（
女
・
利
康
） 

豊　

島

磯
野　

唯ゆ
い

愛な 

（
女
・
章
次
） 

下
前
中

　

小　

松　

諒　

也 

（
福
島
県
）

　

加
賀
田　

知　

里 

（
豊　

島
）

　

葛　

西　

忠　

幸 

（
尾　

別
）

　

神　
　
　
　
　

恵 

（
宮
野
沢
）

　

井　

沼　

真
佐
人 

（
尾　

別
）

　

田　

澤　

し
お
り（
五
所
川
原
市
）

　

成　

田　

憲　

昭 

（
つ
が
る
市
）

　

小
笠
原　

絵
梨
香 

（
深
郷
田
下
）

　

葛　

西　

弘　

司 

（
上　

町
）

　

山　

村　

加　

菜 

（
野
辺
地
町
）

　
　
　
　
　
　
　

 

（
７
月
届
出
分
）

　

金　

澤　

智　

也 

（
つ
が
る
市
）

　

藪　

田　

実　

季 

（
下
前
浜
）

16 木

17 金

18 土 秋�の企画展「鉄道浪漫Ⅳ－鉄路・春夏
秋冬－」（～12/14）（博物館）

19 日 ８：40～ 大沢内ため池ウオーク

20 月 10：00～12：00

10：00～12：00

こころの相談日（保健センター）
運動教室（中央公民館）

21 火

22 水 18：30～20：00 腎臓病予防教室（中里保健センター）

23 木 乳児健診（中里保健センター）

24 金 15：00～16：30 こころの健康教室（中里保健センター）

25 土
なかどまり町民文化祭（小泊会場）
「東北文化の日」博物館無料開放

（～10/26）（博物館）

26 日 なかどまり町民文化祭（小泊会場）

27 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

28 火

29 水

30 木 10：00～12：00 こころの相談日（保健センター）

31 金 なかどまり町民文化祭（パルナス）

10　月
1 土 なかどまり町民文化祭（体育センター他）

2 日 なかどまり町民文化祭（体育センター他）

3 月 文化の日

4 火 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

5 水

6 木 12：15～ 3歳児健診（中里保健センター）

7 金

8 土

9 日 子ども会�and�北光寿大学ハロウィン

10 月 10：00～12：00

10：00～12：00

こころの相談日（保健センター）
運動教室（中央公民館）

11 火 ９：30～11：30

13：30～15：30

地区懇談会（武田公民館）
地区懇談会（内潟公民館）

12 水

９：30～11：30

13：30～15：30

13：00～14：00

15：00～16：00

地区懇談会（日本海漁火センター）
地区懇談会（すくすくしたまえ館）
健康相談（小泊保健センター）
健康相談（すくすくしたまえ館）

13 木 ９：30～11：30 地区懇談会（中央公民館）

14 金
10：00～

10：00～12：00

高齢者教室（中央公民館）
子育て・孫育て講座

（中里地区子育て支援センター）

15 土

11　月

 
    

           

★ 増刊号 ★ 
皆さんに知ってほしい 

情報を発信します!! 

  

平成26 年度 自殺対策緊急強化事業 

    

相談窓口のご案内 

誰かに悩みを話すことで、問題点を整理できたり、解決に向かう筋道が見えることがあるといわれています。 

自分のことや家族のこと、お気軽にご利用ください。 ＊詳細や日程は、保健センターへお問い合わせください。 

 

■五所川原保健所 ・こころの相談 毎月第2 金曜日(13 時～14 時) ℡ (32)2108 

■県立精神保健福祉センター 
・こころの電話 月～金曜日(9 時～16 時) ℡  017(787)3958 

・自死遺族のつどい 月～金曜日(9 時～16 時) ℡  017(787)3958 

＊町保健センターでも、こころの健康相談を実施しています。 お気軽にご利用ください。 

 

講  師 日 時 内   容 

ゲートキーパー養成講座 

「あなたもゲートキーパー！」 

青森県立精神保健福祉センター    

星 敬子 先生   

鈴木 早苗 先生 

７月 １日 

（火） 

午後1時半 

～3時ころ 

「ゲートキーパー」とは、悩んでいる人に気づき、声を

かけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人の

ことです。自殺の危険がある人への関わりを学びます

が、基本は相手の話を「聞く」ということ。家族や友人、

近所の方との関わりの上でも役に立つ講座です。 

講話 

「睡眠と健康」 

 青森市 青い森病院        

       院長  平野 敬之先生  

７月 ２４日

（木） 

午後3時 

～4時半ころ 

睡眠は肉体的・精神的な疲れをとるために欠かせま

せん。大切な睡眠ですが、一方で「よく眠れない」「すっ

きりしない」など、悩んでいる方も多いようです。また、

睡眠不足は糖尿病や高血圧を悪化させる要因の一つ

でもあります。「睡眠」についての正しい知識を身につ

け、気持ちのいい「眠り」に役立てましょう。 

講話、実技 

「運動で体すっきり・心ゆったり

～心地よい睡眠のために～」 

 青森県長寿社会振興センター 

健康運動指導士            

           棟方 由美子先生  

８月 １日 

（金） 

午前10時 

～11時半ころ 

適度な運動は良い睡眠につながります。昼間よく動い

たから夜ぐっすりと眠れた～皆さん経験していることだと

思います。しかし、時間帯や運動の強度によっては、か

えって眠れなくなったり、次の日までの眠さ、だるさが残

る原因にもなります。すっきりと目覚め、ぐっすりと眠れ

るような運動を一緒に体験しませんか？ 

～ それぞれの開催時間が異なりますので、お間違えのないようにご参加ください ～ 

◆ 開 催 場 所：小 泊 保 健 セ ン タ ー 眠れないってつらいですよね。 

今回の勉強会では「睡眠」について学

びます。眠れない 

人も、毎日ぐっす 

りの人も、皆さん 

お出でください!! 

◆ 申 込 み期 限 ： ６月 ２０日（金）     

◆  申込み・問合せ先：中 里 保 健 センター （☏ 57‐3920） 

◆申込み・問合せ先 小 泊 保 健 センター （☏ 64‐3748） 

 

みんなで守ろう 

 大切な 「いのち」 

 

 

 

 
 

 
    

           

★ 増刊号 ★ 
皆さんに知ってほしい 

情報を発信します!! 

 

講  師 日 時 ・ 会 場 内   容 

健診後健康講座 

「“あなたの腎臓は大丈夫！？ 

～慢性腎臓病(CKD)って何だろう」 

小泊診療所    

佐藤 光亮 先生   

10月 22日（水） 

 
時間：午後6時半 

～8時ころ  

会場：中里保健センター 

新たな国民病！とも言われる 

「慢性腎臓病(CKD)」をご存知で 

すか？腎臓は、健康な生活を送 

るための“肝腎
かんじん

要
かなめ

”の臓器です。血管の老化

を防ぎ、これからも元気な毎日を送るために、

腎臓をいたわる生活のポイントについて学ん

でみませんか？ 

平成26 年度 自殺対策緊急強化事業 

講  師 日 時 ・ 会 場 内   容 

講話 

「睡眠と健康」 

  青森市 青い森病院        

    院長  平野 敬之先生  

10月 ２４日（金） 

 

時間：午後3時 

～4時半ころ 

会場：中里保健センター  

睡眠は肉体的・精神的な疲れをとるために欠

かせません。大切な睡眠ですが、一方で「よく

眠れない」「すっきりしない」など、悩んでい

る方も多いようです。また睡眠不足は糖尿病や

高血圧を悪化させることもあります。「睡眠」

についての正しい知識を 

身につけ、気持ちのいい 

「眠り」に役立てましょう。 

 

講話 

「楽しい♪ 

子育て・孫育て講座」 

社）青森県助産師会 

孫育てプロジェクト            

“とりぷるはっぴぃ”  

11月 14日（金） 

 
時間：午前10時 

～12時ころ  

会場：中里地区 

子育て支援センター 

（中里保育所内） 

パパ・ママにとって、子育ての一番身近な支援者

は、じぃじとばぁば。じぃじ・ばぁばの協力で、パパ・

ママもハッピー、お孫ちゃんもハッピー❤、家族み

んながハッピー。家族のハッピーは、地域全体の

ハッピーにつながります。 

昔と今の子育て、じぃじ・ばぁばの役割、楽しく上

手に子育てに参加する方法などをお話しして頂き

ます。また、子育て真っ最中のパパ・ママにも役立

つ情報が満載です。ママもパパも、じぃじもばぁば

も、その予備軍も、その他興味のある人はどなた

でも、どうぞご参加ください。 

～ それぞれの開催時間が異なりますので、お間違えのないようにご参加ください ～ 

 

 

 

“とりぷるはっぴぃ”

 

◆ 参加申込み 

各講座の 1 週間前頃までに 

お申し込みください。 

 

◆ 申込・問合せ先 

中 里 保 健 センター （☏ 57‐3920） 

 

保健センターでは、心とからだが健康で、元気に生活

できる人を増やすことを目標に、情報発信や学習会を

行っていきますので、是非ご活用ください。 

  みんなで守ろう、大切な 『いのち』 

 

いのち』

 

（
８
月
届
出
分
）

８月末現在（前月比）

人　口� 12,272人（－㆒柒）
　男　� 5,796人（－㆒₀）
　女　� 6,476人（－７）
世帯数� 5,182（－３）
出生　３  ／  死亡　15
転入　10 ／  転出　15

人のうごき

（（（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



ぐるっとなかどまり
味覚体験ツアー魅力ある中泊をアピール

　
昨
年
度
結
成
し
た
中
泊
活
ハ
マ
ク

ラ
ブ
が
、
９
月
14
日
㈰
小
泊
漁
協
前

お
祭
り
広
場
で
活
ハ
マ
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
に
は
、
新
鮮

な
魚
介
類
な
ど
を
求
め
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
開
会
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の

小
林
代
表
が
「
活
ハ
マ
ま
つ
り
は
、

漁
師
や
漁
協
な
ど
の
若
手
た
ち
が
漁

業
の
活
性
化
と
、
こ
の
小
泊
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

会
場
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
小

野
町
長
が
「
活
ハ
マ
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
て
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
若
者

た
ち
が
こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
。

町
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
夢
幻
天
舞

の
よ
さ
こ
い
演
舞
を
皮
切
り
に
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
・
マ
ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
シ
ョ
ー
と
子
ど
も
や
大
人
も

楽
し
め
る
催
し
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
カ
釣
り
体
験
で
は
、
釣

っ
た
真
イ
カ
を
漁
協
婦
人
部
の
み
な

さ
ん
が
刺
身
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
味
覚
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
、
イ
カ

飯
早
食
い
競
争
に
は
、
大
食
い
自
慢

の
男
女
各
10
人
が
参
加
。
イ
カ
飯
20

個
を
10
分
で
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
る
か

で
争
い
ま
し
た
。
男
子
は
最
高
で
13

個
、
女
子
は
９
個
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
お
い
し
い
が
、
思
っ

た
よ
り
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
ば

ら
く
イ
カ
は
食
べ
な
く
て
い
い
」
と

笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
目
玉
で
あ
る
本
マ
グ

ロ
解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
43
㎏
の
地
元

産
マ
グ
ロ
が
登
場
。
格
安
で
提
供
さ

れ
た
即
売
会
は
あ
っ
と
い
う
間
に
売

り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
へ
感
謝
を
込
め
て
行
わ
れ

た
振
る
舞
い
で
は
、
小
泊
・
下
前
漁

協
婦
人
部
の
海
鮮
お
好
み
焼
き
・
ホ

ッ
ケ
の
つ
み
れ
汁
が
各
３
０
０
食
用

意
さ
れ
、
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
こ
ど
ま
り
新
鮮

朝
市
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
に
水

揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
や
手
づ
く
り
商

品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者

は
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
を
終
え
、
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ

ー
た
ち
は
、「
多
く
の
来
場
が
あ
り
、

あ
り
が
た
い
。来
年
も
企
画
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

バルーンアート イカ飯早食い 男子

マグロ試食 イカ飯早食い 女子

マグロ解体 振る舞い 活イカ釣り体験

広
報 

な
か
ど
ま
り 
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 u
p! 今月の

イチ押し 活ハマまつり初開催漁業の活性化を目指して


